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建
設
業
協
会
と
意
見
交
換
会

を
実
施
し
ま
し
た

下
館
河
川
事
務
所
で
は
十
二
月
十
八
日
（
火
）

に
茨
城
県
建
設
業
協
会
と
筑
西
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し

た
。こ

の
会
は
、
下
館
河
川
事
務
所
と
地
元
建
設
業

協
会
の
双
方
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
、
率
直
な

意
見
交
換
を
行
い
課
題
の
改
善
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
良
好
な
工
事
品
質
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
毎
年
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
栃
木
県
建
設
業
協
会
と
の
意
見
交
換
会

に
つ
い
て
は
一
月
十
五
日
（
火
）
に
栃
木
県
内
の
関

「
小
貝
川
災
害
復
旧
四
半
世
紀
を
経
て

講
演
会
の
開
催
案
内

二
月
十
四
日
（
木
）
に
取
手
市
県
南
総
合
防
災

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
講
演
会
「
小
貝
川
災
害
復

旧
四
半
世
紀
を
経
て
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
講
演
は
、
昭
和
六
十
一
年
の
台
風
十
号

よ
る
小
貝
川
大
洪
水
被
害
後
、
復
旧
に
取
り
組

だ
足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、
流
域
の
人
々
が
、
日

常
的
な
川
と
の
つ
き
あ
い
方
を
ど
の
よ
う
に
選

択
し
た
か
、
ま
た
、
川
と
人
々
の
接
点
の
あ
り
方

や
利
活
用
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
、
地
域
づ
く

へ
の
展
開
を
示
唆
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
二
月
六
日
（
水
）
か
ら
は
同

ン
タ
ー
展
示
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
「
小
貝
川
水
害

び
復
旧
事
業
」
及
び
「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

小
貝
川
災
害
」
に
関
す
る
写
真
展
を
開
催
し
ま

参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

火
の
取
り
扱
い
に
は
、

十
分
注
意
し
て
下
さ
い

空
気
や
枯
れ
草
が
乾
燥
し
て
い
ま
す
。

火
災
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
火
の
取
り

扱
い
に
は
、
十
分
注
意
し
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

な
ど
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
月
十
一
日
（
金
）
か
ら
十
七
日
（
木
）
ま
で
の

四
日
間
、
沿
川
自
治
体
と
合
同
で
河
川
敷
に
居
住

す
る
ホ
ー
ム
レ
ス
の
合
同
巡
視
を
行
い
ま
し
た
。

合
同
巡
視
は
、
「
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
支
援
等

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
国
と
地
方
公
共
団
体
が
相
互
の
緊
密
な
連

携
を
図
り
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
支
援
等
を
促
す

た
め
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
当
事
務
所
が
管

理
し
て
い
る
鬼
怒
川
・
小
貝
川
に
お
い
て
は
、
沿

川
自
治
体
と
合
同
で
年
二
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

自
治
体
と
合
同
で

ホ
ー
ム
レ
ス
巡
視
を
実
施

下
館
河
川
事
務
所
管
内
で

築
堤
工
事
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

下
館
河
川
事
務
所
管
内
で
は
約
四
十
箇
所
の

築
堤
工
事
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

黒
子
出
張
所
管
内
で
は
、
小
貝
川
の
つ
く
ば
市

安
食
地
先
及
び
下
妻
市
高
道
祖
地
先
で
、
築
堤
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
工
事
は
、
堤
防
断
面
（
高
さ
・
幅
）
不
足
を

解
消
し
、
堤
防
を
強
化
す
る
こ
と
と
、
河
道
を
掘

削
し
、
洪
水
時
の
流
下
能
力
増
大
を
図
り
、
洪
水

か
ら
地
域
の
皆
様
を
守
る
べ
く
、
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。
な
お
、
築
堤
は
河
道
の
掘
削
土
を
利

用
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
縮
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
高
道
祖
地
先
で
は
、
全
延
長
約
１
３
０

０
ｍ
の
う
ち
概
ね
半

分
盛
土
を
完
了
し
、
芝

を
張
り
完
了
と
な
り

ま
す
。
残
り
半
分
も
３

月
末
の
完
成
に
向
け

て
鋭
意
施
工
中
で
す
。

工
事
期
間
中
は
、
地

域
の
皆
様
や
河
川
を

利
用
さ
れ
る
方
に
は

ご
迷
惑
を
お
掛
け
致

し
ま
す
が
、
ご
理
解
・

ご
協
力
お
願
い
致
し

ま
す
。

「
あ
わ
の
と
り
」
で
健
康
に

「
あ
わ
の
と
り
」
と
は
、
小
正
月
（
一
月
十
五
日

頃
）
に
正
月
で
飾
っ
た
し
め
飾
り
や
門
松
等
を

め
、
竹
・
わ
ら
・
か
や
な
ど
で
作
っ
た
や
ぐ
ら

燃
や
す
行
事
で
す
。
篠
竹
の
先
に
つ
け
た
餅
を

い
て
食
べ
る
と
「
一
年
間
風
邪
を
引
か
な
い
」
と

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
ど
ん
ど
焼
き
」
や
「
鳥
追
い
」
な
ど
と
、
地
域

よ
っ
て
呼
び
名
は
様
々
な
よ
う
で
、
い
ず
れ
も

病
息
災
・
五
穀
豊
穣
等
を
祈
る
正
月
の
伝
統
行

事
で
す
。

東
地
方
整
備
局
六

事
務
所
合
同
で
、

今
年
度
二
回
目
の

意
見
交
換
会
を
栃

木
県
建
設
産
業
会

館
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
会
に
お
い

て
は
、
諸
問
題
の

改
善
に
積
極
的
な

発
言
が
あ
っ
た
外

に
、
今
回
は
特
に

防
災
対
応
に
つ
い

て
の
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
の

役
割
と
し
て
、
当
事
務
所

は
国
有
地
の
不
法
占
用

の
解
消
、
洪
水
時
に
小
屋

等
の
流
失
に
よ
る
河
川

へ
の
支
障
の
軽
減
、
本
人

の
生
命
の
危
険
等
を
説

明
・
指
導
し
、
河
川
敷
か

ら
の
退
去
を
促
し
、
併
せ

て
使
用
実
態
の
把
握
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
最
近
は
晴
天
の
日
が
続
い
て
乾
燥
し
、

野
火
が
発
生
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
火
の
元
の
注

意
も
促
し
ま
し
た
。
ま
た
、
沿
川
自
治
体
は
、
健
康

面
や
自
立
支
援
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
し
た
。

今
回
の
合
同
巡
視
で
は
、
居
住
者
に
は
口
頭
及

び
文
書
で
指
導
し
、
不
在
者
に
は
文
書
を
物
件
に

貼
り
付
け
る
等
の
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

不法占用解消のための指導

河川敷使用実態の把握

築 堤 状 況栃木県建設業協会との意見交換会

ｓ61.8 被災状況（旧下館市内）

平常時

燃え上がるやぐら(取手市）

「
に
の
み
や
た
こ
あ
げ
大
会
」

開
催
さ
れ
ま
し
た

一
月
二
十
日
（
日
）
に
「
に

の
み
や
た
こ
あ
げ
大
会
」
が

真
岡
市
の
鬼
怒
川
河
川
敷

地
緑
地
公
園
に
お
い
て
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
手
作
り
の

た
こ
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
、
新
春
の
恒
例

行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
子
供
と
一
緒

に
た
こ
を
作
り
、
大
空
高
く

飛
ば
し
、
家
族
そ
ろ
っ
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

たこを持参して記念撮影

」
災復号

に
組
ん

日選方
りセ

害
及

る
す
。

りて ！日
集

ら
で

を
焼

とに
も
無

行
篠竹で餅を焼く参加者


